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最終講義
経済の計量について
新　澤　雄　一
　今日私の最終講義のために，この様な機会を与えて下さいました嶋村紘輝商
学部長を始め，椿弘次大学院商学研究科委員長ならびに大森郁夫教授，横田信
武教授，および同僚の皆さんに厚く御礼申し上げます。また私の早稲田大学に
おけるセミナーの会である「成水会」及び学生の会などの皆さんに，私の最終
講義に万難を排してお集まり下さった事に大変感謝しております。
　今日のテーマは私が永い間（半世紀に亙って）取り組んで参りました「経済
の計量について」であります。「エコノ・エントロピー」など最近の研究を含
め，私が自由に研究生活を送ることができました早稲田大学に感謝の気持ちを
込めて，どのように「経済の計量について」取り組んできたかを，書生である
私の一つの中仕切り「Summing　Up」としてお話したいと思います。柱立てを
しますと，
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§5　貨幣乗数とエコノ・エントロピー的分析
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であります。
§1　プレリュードー問題の所在
　今日のテーマである「経済の計量」というのは，「経済社会の諾活動を量的
に表現する事」であります。バブルが弾けて20世紀末は10年以上にわたる不況
を経験しましたが，「果たして，21世紀はどうなるか，量的にそれを表現する
手段はあるのか」など，「経済の計量」は極めて現実的な問題であります。で
ありますが，「経済の計量」に関する問題は，結論的に申しますと，理論にせ
よ実証にせよ「完全な万能薬」は現在までありませんし，また将来に亙っても
それを得る事は非常に難しいと思います。
1．1　「経済の計量」の歴史的背景
　翻って「経済の計量」に関する歴史を紐解いてみますと，経済を計量するこ
とによって，人間の経済行動について何らかの法則性を導き出そうとする試み
は，1660年代のウイリヤム・ペテイの「政治算術」まで潮る事ができます。以
後「経済活動を量的に表現」して記述する努力は，時の経済社会を前提にし
て，経済理論と実証的分析とが，互いに影響しながら発展してきた歴史に見る
事ができます。
　ルイ15世の主治医としてボース地方に広大な土地を戴いたフランソワ・ケネ
イは，1758年に土地の経営をからヒントを得て，仮想の国を想定して「経済
表」を公にする事によって，経済を価値の循環の中に捉えようとしました，
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1776年にアダム・スミスは「国富論」を表わし，価格の自動調節機能によって
経済の需給は一致するとして，自由放任主義経済を唱えたのであります。また
ナポレオン戦争期に，激しく行われました「金地金論争」を通じて，ロバー
ト・マルサスやデイビッド・リカルドなどが各自の経済理論の体系化を進めて
いったのであります。我が国では全く無視されている理論として，1830年代に
は今日コンピュータの父と言われるチャールズ・バベッジは，「機械および手
工業の経済について」におきまして，複雑な要素を含む経済における，「異質
労働の同質性」について述べております。それが，1848年のジョン・スチュ
ワート・ミルの「経済原論」に影響をあたえ，また，1867年カール・マルクス
は「資本論」で，これを労働価値説の根拠として採用し，大きく関わっていま
す。
　1871年以後カール・メンガー，やレオン・ワルラスやウイリアム・スタン
リー・ジェボンスは，従来「平均の学」であった経済理論に，微分の概念を用
い理論の精密化をはかりました。いわゆる限界革命であります。経済人を想定
して，微分・積分を取り入れた数理経済学は，数学的エレガントさはあって
も，現実の経済の動向を伝えることはできませんでした。19世紀末から1920年
代にかけて，バブソン統計協会やハーバード大学経済研究所などは，経済の主
要指標の時系列データを選んで，いわゆる「財界晴雨計」による景気観測を行
いました。これらの試みは決して無駄ではなかったのですが，1929年10月24日
のニューヨーク証券取引所の大崩壊によって，霧散してしまいました。経済理
論のない統計的曲線の当猷めを主とする予測が厳しく反省されて，1930年，ラ
グナ・フリッシュなどによって，経済の理論的側面と実証的側面とを橋渡しす
る学問として計量経済学が誕生したのであります。以後エコノメトリックスの
発展は目覚しいものがあります。特に1945年にトリグヴッチ・ホーヴェルモの
「計量経済学への確率論的接近」は今日の計量経済学の基礎となる論文であり
ます。第二次大戦後，戦時需要を失ったアメリカ経済はどうなるかという議論
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が起きた時に，消費関数を予測模型の土台にするいわゆるケインジアンの予測
は，不況になるであろうと予測しましたが，史的分析をするワッシリー・ヴォ
イチンスキーと，「合衆国の経済変動」を公刊したローレンス・R．クライン
は好況説を唱えました。「合衆国の経済変動」はケインズ理論とワルラス体系
など経済理論と推測統計学を基礎にした本格的な計量縫済学の実証分析であり
ました。1957までアメリカは所謂「驚異の10年間」を調歌したのであります。
我が国でも各種の研究機関で，経済模型が組まれ，予測が行われております。
　では現実はどうでありましょうか。それが冒頭に申しました私の今日のテー
マであります。我が国を振り返ってみますと，1985年のプラザ合意によって，
終戦以後輸出振興を第一にする経済政策から，完全自由化によって，輸入を促
進する政策に180。転換しましたが，それから急激に土地資本主義と言われる
バブル景気が発生して，1990年まで続きました。ところが，金融市場の自由化
を標携する金融ビッグバンによって，バブルは萎み，以後10年に亘って長期不
況の状態に岬吟しています。経済理論というと，バブル時代に高らかに吹聴さ
れてきた新古典派の理論が匿しくなり，さりとて今更ケインズ理論ではあるま
いという風潮が見られます。ケインズ政策＝公共投資ニバラ撒き政策＝土建屋
への利権＝……などジョン・メイナード・ケインズに対する風当たりは強いの
です。ひどい議論はケインズが統制経済でナチスに理論的根拠を与えたとケイ
ンズを非難する高名なエコノミストと称する人もいます。ケインズをこのよう
に非難してから，金融ビッグバン，ボーダレス社会，市場経済，自已責任など
というものですから，ケインズがこれらの逆の立場にあるように思われてしま
います。
1．2　ケインズのために一言
　ここで一言ケインズの立場を述べておきましょう。一般理論の「第24章　一
般理論への社会哲学」をお読みになれば，ケインズに対する非難が全くの言い
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がかりか，思い付きか，出鱈目か，一般理論を読まないか，読んだとしても，
ケインズの意図を理解できない人の言葉である事が分かります。ケインズは資
本主義経済の長所として，選択の自由，独創性，能率性などを挙げ，社会主義
体制や独裁制の下ではそれらが失われてしまうことを強調しています。ナチ
ス・ドイッのヒットラーも，ソ違邦のスターリンもイタリーのファッショの
ムッソリー二も官憲主義的独裁者として捉えております。白由主義市場経済の
下で，人々が自己の利益のためその能力を発揮させることが，この経済社会を
発展させる原動力ではありますが，全く個人に任せておくと，利益が無ければ
手を出さないという現象が起きてきます。民間が出来ないことや，民聞が儲か
らないからやらない事業で，国民経済におおきな影響を与える事業こそは，国
家のなすべき分野であります。民間が充分競争しながら出来る事業は民間に任
せ，民間と競合しない分野に限定して，公共投資を行うべきだということで，
汚職や土建業の癒着には何の関係も無いのです。もしありとすれば，それはそ
の社会に公平性および公正原則がないからであります。ケインズはイコール・
フッティングの立場から自由貿易を行うべきで，そのためには国内の経済問題
を他国の犠牲に求める近隣窮乏化策を戒め，特に失業問題は，国内均衡の中で
解決するように努力すべきであることを強調しています。内政の失敗を他国の
所為にすることが国民の好戦性を煽り立て，悲惨な結果にもなるとも示唆して
います。
　ケインズが今生きていたらどのような処方菱をわれわれに与えるでしょう
か。ケインズ自身「貨幣改革論」から「貨幣論」を経て「一般理論」へと前の
議論を一部肯定，一部否定し発展させました。このことがケインズに一貫性が
無いと一部の非難を受けるのでありますが，時代が変わり，解くべき問題意識
が変わり，解くための方法手段が工夫されたからであり，変節や豹変ではあり
ません。常に発展しているのです。われわれも，この様な立場から経済の計量
を考えなければならないでしょう。一般理論の時代と違って，技術進歩が目覚
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しく，特に情報技術の進歩は人間社会の有り様を驚異的に変革させる潜在能力
を持っていると思われます。経済の計量の理論や諸技術もそれに違れて大きな
変化を遂げるでしょうが，基本的に変化しないものがあるはずであります。
§2　私の「経済の計量」への道
　私が新制高校の第一回卒業生として，早稲田大学第一商学部に入学したの
は，昭和24年（1949年）4月であります。それから満52年間をこの早稲田大学
のキャンパスで過ごしてきました。
　私の研究に影響を与えた要素を分解しますと，一つは政治・経済・社会およ
び家庭など20世紀そのものの時代と，他の一つは良き先生や人々との出会いが
あったことです。わが人生は偶然の積み重ねであり，またその時々の機微に感
謝する次第であります。
　子供の頃から私は比較的理科・数学が好きでもありました。子供の頃はさて
置き，ユ945年8月15日我が国は敗戦という太平洋戦争の終結を迎えました。そ
れまで私は学徒動員で板橋の造兵廠に勤務し，昭和刀の炭を焼いておりまし
た。半年も前から戦局が匿しくなり，天皇陛下は信州へ避難されるなどという
噂が流れてもおりました。現在建築関係の出版物の老舗である彰国社の社長山
本泰四郎君などと，休み時間に3年生（15歳）の少年達が兵器工場の片隅に集
まって，戦争が続くにせよ終わるにせよ，語学と数学は必要だからこういう時
にこそ勉強しようなどと誓ったことも懐かしく思い出されます。
　戦場では，多くの大学生が駆り出され散っていきました。終戦になって，世
情は一変しました。今まで「随神（かんながら）の道」に従って「八紘一宇」
r大東亜共栄圏建設」を唱え，皇国史観を吹聴していた人々が，保身のため
か，一夜にして，自由主義，民主主義に乗り換え，「鬼畜英米」が救世主のよ
うに祭り上げられました。このような実体験から私は歴史解釈の歎噛性に疑問
を持ったのであります。
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　昭和24年に学校制度が変わり新制大学が発足し，国立大学は6月30日に入学
試験があり，早稲田は，旧制高等学院と専門部が第一学部に移行し，専門学校
が第二学部になり，慶応などと一緒に2月に入学試験を行いました。私は第一
商学部の入学試験に理科・数学を選択できるので，受験し合格しました。
2．2　学生時代（194ト1953）
　前年の1948年の1月に，マハトマ・ガンジーが亡くなって，12月に極東裁判
で絞首刑を宣告されておりました東條英機以下が巣鴨刑務所で刑に処せられま
した。
　商学部の入学式で，第一商学部長の伊地知純正先生は「金儲けの好きな者が
入学し，嫌いな者は去れ」といわれ，私自身は「とんでもない所に入ったか
な」と思いましたが，続いて「金儲けするには正直でなければならない。Ho－
nesty　is　the　best　policy．」と結ばれて安心したことを覚えています。美しい英
文を書く伊地知純正先生は，研究社の「英語青年」で上級英作文を指導されて
おりました。ある日，商業英語の授業後，大学の側の茶房に違れていって頂い
て，「30歳までにしなければならないことが3つある。第一に外国へ行く事。
第二は論文を書く事。第三は土地を買う事。若い申に外国へ行って受けた印象
や，論文を書く事によって得た感銘は生涯の励みになる。そのためには三十歳
までに身を固めることだ。」と言われましたが，振り返ってその通りであり，
発展期にあった日本では，第三も真実でありました。
　入学して，学内を歩いておりますと「世界に雄飛したき者，来れ早稲田大学
貿易学会」という手書きのポスターを見ましたが，荒れ果てた日本でなくて，
なんとなく世界を舞台に働いて見たいという気持ちと，新制高枝から来たもの
はわずか80人しかいなかったので，友達を作りたいと川島幸之輔さんなどと貿
易学会に入会いたしました。
　貿易学会で一生の友を得る事ができました。上坂酉蔵先生を会長とする貿易
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学会には貿易実務と経済理論の2つの研究グループがあり，何れかと言うと私
は理論のグループに属して活動をしました。とくに，町田実先生の課外研究と
して，D．リカルドの「経済学および課税の原理」，J・S・ミルの「試論
集」，ロイ・ハロッドの「国際経済学」などを輸読したり，カール・マルクス
の「資本論」について講義を聴くなど，経済学理論について関心が深まってい
きました。1年生の1949年10月毛沢東が中華人民共和国の建国を宣言し，2年
生の1950年6月には朝鮮戦争が起こり，1ヨ本経済は朝鮮戦争の特需によって漸
く息をつく状態でありました。3年生のときに，林文彦先生の経済統計を履修
しましたが，林文彦先生の熱の篭った巧みな講義に魅了されました。先生は理
論編でアダム・スミス，フランソワ・ケネー，カール・マルクス，J．M．ケ
インズなど経済学の発展に大きな影響を与えた学説の特徴を捉え理論的に比較
され，実証編で記述統計学および推測統計学，指数論などを教えて下さったの
であります。私は更にケインズを中心にした近代経済学の知識を深めようと4
年になって，林文彦先生の経済分析セミナーに入りましれこの年の5月1
日，いわゆるメーデー事件が皇居前で発生しました。私どもは，J．M．ケイ
ンズのr雇用・利子および貨幣の一般理論」を中心に勉強しました。セミナー
では，「一般理論」を舐めるように輸読しましたが，セミナー申に語られる経
済学以外の林文彦先生のお言葉一言一言が，われわれセミナリアンの心に深い
感銘を与えました。ポール・アンソニー・サムエルソンの「乗数と加速度」
や，今は亡き篠田敬治君から譲り受けた，オスカー・ランゲの「価格の伸縮性
と雇用」や福岡龍明君から戴いた早川泰正の「経済動学への道」など，ケイン
ズの「一般理論」に関わる内外の文献を争って読んだのもその頃であります。
たまたまLl　R．クラインの「合衆国の経済変動」　（Cowles　Commission，
Chicago　Univ．Monograph13）を林文彦先生が購入され，「読んでみるか」と初
めは冗談にいわれたようでしたが，早速お借りして翻訳に取り掛かかったのは
4年生の後半でありました。これが計量経済学を研究するきっかけになりまし
　82■6
　　　　　　　　　　　　　　経済の計量について　　　　　　　　　　　　　　　　237
た。
林文彦先生は私の性質を見抜き「君は会社や商売に向かない。もっと勉強し
たらよい。」と仰っしゃったので，訳の分からぬ計量経済学の研究を目標に，
「実物経済と貨幣経済の結合」を漠然としたテーマとして，スターリンが亡く
なった1953年の春に商学部を卒業し，商学研究科に入学いたしました。林文彦
先生にはそれ以後，ビロゼミと称して，杜会人となった背広を着ている先輩た
ちとの研究会に入れて頂き，ケインズの「貨幣論」の輸読をするなど，公私に
亙って大変お世話になりました。
2，3大学院時代（1953－1958）
　大学院の指導教授は，林文彦先生の御助言に従いまして，金融専修で金融お
よび統計学を教えられていた小林新教授でありました。先生は1920年代にコロ
ンビア大学でW，C．ミッチェルやA．F．バーンズに現代統計学や経済予測
の手法を学び，我が国の東京証券取引場の単純株価指数を設計され，当時金利
計算などを正確にするために，手計算で対数計算の精度を上げる数理的処理を
工夫するなど，我が国では，国家学としての統計学が主流であった時代に，社
会科学に現代統計学を主導したのであります。小林新先生はF．A．ハイエク
の「物価と生産」の迂回生産を循環型にして，金融市場と生産市場とを結合す
る図式を工夫されました。後日エデイなどによって，経済主体を政府，家計，
企業，金融機関等に分け，財貨用役市場，労働市場，金融市場などを通じて，
財貨の流れ，価値の転化，貨幣の流れを表現する分析が一般的になりました
が，先生は1953年当時、その先駆的表現方法を工夫されておりました。
　その当時一橘大学などの諾先生が多数早稲田に教えに来られておりました
が，私は，経済研究科に關設されている森田優三先生の統計学特論，山田勇先
生の計量経済学特論を履修し，山田雄三先生の第三勢力論，杉本栄一先生の近
代経済学の系譜などを聴講し，大阪大学の高田保馬先生のケインズ経済学につ
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238　　　　　　　　　　　早稲田商学第388号
いての集申講義に出席しました。いずれの講座も今日の私の基本的な考え方に
大きな影響を与えており感謝しております。
　53年10月12日小林新教授が脳出血のため急逝され，これから本格的に計量経
済学を勉強しようと思っていた矢先でありましたので，一時途方に暮れまし
た。暫くしてある日，当時紅陵大学（現拓殖大学）の学長をされておられまし
た高垣寅次郎先生がセミナーにこられて，「優れた小林さんのセミナーなら
ば，お引き受けしましょう。」と後任として教えて下さることになりました。
高垣寅次郎先生が「君の研究のテーマは何ですか」と質問されましたので，商
学研究科入学時のテーマを申し上げました所，「そのテーマなら東京大学か，
一橋大学か，それを専門にやっている大学へ行く方が良いのではないか。二階
と一階では相撲は取れない。」と仰っしゃったのであります。慌てた私は，早
速林文彦先生に御相談申し上げました所，林先生は，「高垣寅次郎先生は貨幣
金融理論の泰斗であって，君はこういう機会でなければ教えて頂く事は出来な
い先生ですよ。徒弟に行った積もりで，先生の土俵に入れさせて頂くべきだと
思う。」と言われたのであります。林先生の下で，ケインズの「貨幣論」を読
んでおりました私は，早速高垣寅次郎先生の「貨幣理論」の3部作などの御業
績を調べ，「貨幣数量説の変貌」に焦点を合わせ修士論文のテーマと致しまし
た。他方計量経済学の研究は，クラインの「合衆国の経済変動」をこつこつ翻
訳しながら，エコノメトリカから，T．ホーヴェルモの「計量経済学への確率
論的接近」やJ．テインバーゲンの論文やアグリゲーション・プロブレムの論
争などを読み，推計学の基本的考え方や各手法を研究していきました。当時出
版されたジョセフ・アロイス・シュンペータの「経済分析の歴史」は以後私の
座右の本になりました。
　55年に博士課程に進学し，56年に商学部の助手に採用されたましたが，その
当時は，経済理論の数学的展開に熱中して，P．A．サムエルソンの「経済分
析の墓礎」や，J．R．ヒックスの「価値と資本」や，ロイ・ハロッドの「経
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済動学への途」やW．レオンチエフの「合衆国の経済構造」などに取り組んで
おりました。
2，3助手時代（ユ956－1959）　ミシガン大学留学時代（1957－1958）
　1957年一1958年に早稲田一ミシガン協定に従って国務省の全給費の留学資金
を得て，一年間ミシガン大学に留学致しました。
　当時の助手の月給は13，650円でありました。航空運賃は往復1000ドル，為替
相場が公定相場で360円，日本円で360，000円に相当でありましたから月給の水
準で考えると正に2、年分以上であります。帰国したらアメリカの土を再び踏む
ことは大変だろうと想像し，r日本で勉強できることを学ぶのは，時間が勿体
無くて，アメリカでなければ勉強できない事を学ぶべきだ。」と心に決めて留
学しました。当時のアメリカは，アイゼンハワー大統領の下に，いわゆるハリ
ウッド映画に描かれているような健全な規律のある典型的な市民社会でありま
した。翻って日本をみると，最早戦後ではないといわれながら，朝鱒戦争で息
をつきパチンコ産業が雇用改善に役立っているなど，極めて情けない状態であ
りました。ミシガン大学の生活は，充実した毎日でありました。
　線型代数の基礎となるR，スロールのベクター・スペースおよびゲームの理
論，待行列の理論，ビジネス・ゲームなどオペレーションズ・リサーチの各種
手法，H．H．グッドとR．E，メイコールによるシステムズ・エンジニアリ
ング，W．カーのハイ・スピード・コンピュテーション，および各種コン
ピュータ科学の講座と実習，ダンカンの晶質管理やフェラーの確率論を読み大
変忙しい毎日でありました。
　特に当時2000語の本格的中型コンピュータであるIBM650のアッセンブラー
SOAPIIと開発されたばかりのコンパイラーITを習い，機械語と記号語および
コンパイラー言語の構造的内容に触れる事ができました。またGMにある当
時の最新大型機であるIBM704を利用する事ができました。第n世代機704の
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性能は目を見張るものがありました。経済学については，マクラッケン教授や
アークリー教授やガードナー教授のマクロ経済学の講義に出席いたしました。
マクラッケン教授は投資関数において企業家の行動原理が極大原理なのかミニ
マックス原理なのか特定できず，それに代わって，かってのビジネス・バロメ
ター的思考を復活させました。すなわち，全米主要企業1006社の経営者にアン
ケートを送付して，景気および投資につい現状と将来について聴き指数を算出
したのであります。いわゆる今日日本でも行っております景気動向指数デイ
フユージョン・インデックスであります。ガードナー教授はコンシステンシー
分析として，今日のIS－LM曲線と同様の分析をしておりました。フィール
ド・トリップで毎週工場見学をして報告書を書かされましたが生産現場を知ら
なかった私にとって，実地調査の重要性を教えられました。
　帰国して理工学部の門倉敏夫教授，田村康男講師などと図って電子計算機室
の創設に関わりました。1959年に主記憶装置が一語16進法32ビット4096語の
LGP－30を導入して教務部直属の電子計算室の誕生に参加しました。初めてコ
ンピュータ教育が全教員を対象に行われましたが，その時講師としてこの小野
記念講堂で講演を行いました。以後随時講習会を開催しコンピュータ人口を増
やして行きました。数学科から野口広教授，中島勝也教授，電気科から示村悦
二郎助手，通信科から小原啓義助教授，平山博教授が参加して計産室の運営が
行われました。
§3　コンピュータ・サイエンスと計量経済学の試み
3．1アッセンブラーの開発
　電子計算室は外部の委託業務を行うことが義務付けられ，初めに東呆芝浦電
気のTOSBAC－3121のソフトの開発が行われました。我が国では漸く第一世代
機が完成したばかりで，コンピュータに必要なソフトが全くありませんでした
からソフトの開発が急務でありました。米国でアッセンブラやコンパイラを勉
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強してきた人はほとんどおりませんでしたから，私はアッセンブラーの開発に
当たる事になり，川崎の小向工場に通うことになりま一した。また当時SIPコー
ドを普及させようとしていた東京大学の森口繁一研究室ではSIP－Tを構想し
ておりましたが，TOSBAC－3121はもともとIBM650型であって，国産計算機
のコードの統一的標準化を狙ったSIPコードは，日本語の助詞に当たるセパレ
イターに意味付けをしておりますが，国産機のメインおよび周辺機器はそれぞ
れ個性的であって，SIPコードを適用しようとすると例外ばかりになってしま
うとして，私は数学科の岡本隆夫さんの助力を受け，TOSBAC－3121のために
TOPを開発レました。その結果はTOP（TOSBAC－3121のためのOptimizi㎎
Programming　System）として，早稲田商学に掲載しましたが，これが国産機
のアッセンブラー開発の初めとなりました。次に開発したのは日本電気の
NEAC．2203のためのアッセンブラーNAP－03（NEAC－2203のためのAssembly
Programmi㎎System）（NEAC研究会）でありまして，大阪大学工学部で発表
いたしました。　　　　　　　　　　　、
3．2　コンピュータ需要の予測
　1961年8月15日国産電子計算機製造7社が均等1億5000万円を出資して資本
金10億5000万円の日本電子計算機株式会社JECCを設立しました。＝当時私はダ
イヤモンドρ丁近代経営」やその他の雑誌にコンピュータについて色々書いて
おり，また林文彦先生とポストリーの「電子計算機」を翻訳したりしておりま
したが，JECCの社長の村瀬直養さんに呼ばれてコンピュータの需要調査を手
伝ってくれと依頼されました。以後国産電子計算機の振興のために，PCS等
コンピュータ以前の計算機器の資料収集からはじめてジ需要予測をしました。
その結果は「需要予測模型構築に関する研究」にあ」りますが，コンピュータの
普及に，私はかな漢字入力の必要性を強調しました，国産メーヵ一の中で東京
芝浦電気は以来地遣な開発を続け，RUPOという商晶名で日本語ワードプロ
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セッサを緒実させました。特に，需要予測は継続して行われ，1970年「我が国
の電子計算機産業の需要予測」として情報処理産業振興審議会に提出いたしま
した。修正論理曲線を工夫して予測模型を作成しました。
3．3広告効果の測定
　小林太三郎先生に誘われて広告の効果の測定問題に関する研究会に入り，今
日日本広告学会会長の亀井昭宏教授などと，コリーのDAGMAR理論や，ワイ
ンバーグの論文を輸読しました。ワインバーグは広告の効果を4つの環境，す
なわち，第I象限は，国民経済における経済指標と特定産業の売り上げからな
る国民経済環境，第n象限は，特定産業の売り上げと一企業の売り上げを関連
付けた競争環境，第皿象限は，一企業の売り上げと粗利益を関係付けた戦略環
境，さらに，第w象限は，粗利益と純利益とを関違付ける制度環境に分け，第
I象限ではマクロ経済模型が用いられ，第n象限の市場占有率は，第皿I象限の
メデイア・ミックスによる戦略に関連付けられ，そこでは感応分析の手法が提
案され，第IV象限では税制による税率表が導入されております。各象限の数学
模型などは現実的な対応によって，様々の工夫が盛り込まれるでありましょう
が，経済の計量の大きな方向性を示した論文であります。
　これに関連して，私は産業別・商晶別に各広告メデイア問の広告費関係を時
系列的に分析して，商品の特性と商品利用者の要求の変化が，広告費にどのよ
うに影響するかを報告しました。この分析は朝日新聞の「新聞広告の話」に
「マクルーハンの実証的研究」として紹介されております。
3．4情報システム論について
　商用計算機として1951年にUNIVAC1が登場してから1957年まで第I世代機
はバッチ処理型計算機でEDPS（E1ectronic　Data　ProcessingSystems）と呼ばれ
ていました。ユ957年頃から1963年までは大型機が中型機小型機を支配する衛星
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コンピュータ・システムでIDP（Integrated　D包ta・Processing　Systems）と呼ば
れ，データ・バンクや情報検索IR（Infomati㎝Retrieval）技術が開発され，
次第に通信技術と結ばれ，1963年に双方会話型の第皿世代機IBM360が出現し
て，CC（Computer＆Commmication）時代の到来が喧伝されました。HISの
MARK　mや米国国務省のARPANETに代表される各種のネットワーク・シス
テムが構築されるようになりました。しかし当時のコンピュータ・システムは
集中管理型システムで，メイン・メモリ、は巨大化の方向を辿ったのでありま
した。1967年に発表されたIBM330xはシステムと言わず，システム・アーキ
テクチュア（Syste皿Architecture〉を標棲した分散型のコンピュータ・システ
ムでありました。以後のコンピュータ・システムは巨大化と高速化が推進され
ました。我が国でもNTTを中心にして，電話線を使って個人的計算の集中化
を行うDIALS，在庫管理をするDRESSなどが開発されました。経営における
コンピュータ・システムでは，経営情報システム（MIS）が喧伝され，中聞管
理層の仕事は，コンピュータによって置き換わり，中間管理層が不必要になる
というような議論が盛んに行われましが，意思決定を（A炸業現場の定型的意思
決定，lB）申間管理層の戦路的意思決定，．（C艦営首脳の政策的意思決定，（D）全組
織あげての未知への挑戦の4グループに分け，Dが続く隈りAがコンピュータ
に侵食されても中間管理層の戦略的意思決定は無くならないという考え方と，
トータル；システムの重要性を説きま．したMITのJ’．一W，フオレスターの説
を紹介いたしました。
　私自身は情報システムについて，情報モジュ∵ルを提案しました。すなわ
ち，1二はじめにデータ，、インフォ＝メニション，ナレッ＝ジおよびインテリジェンス
の関係を明らかにしました。．ゲLタは事実，数値，、文字，映像などであり，」目
的を付与されたデrタがインフォメーションであり，インフォメーションの集
まりがナレッジであり，価値付けされたインフォメ」ションあるいはナレッジ
がインテリジェンスであります。インテリジェンスを支える洞察力と経・験，そ
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れらを統括する叡智，更にその根底にあるモラルを情報の基本的モジュール（A）
とし，一つであれば個人であり，いくつかあれば合議体であります。（A）の下
に，何（目的，目標，計画，政策など）を，どのようにして（実行計画をた
て，評価し，改定するか）の具体的な問題提出段闇B）があり，その下に提出さ
れたオルタナティブな問題を選択する行為（C）段階が，すなわち，意思決定の段
階があり，更に選択された問題を命令あるいは指令する段階（D〕があります。こ
れがまた㈹，（B〕，（C〕，（D）を含む大きな一つのモジュールになり，段傲D）からの
命令，あるいは指令が解釈・理解され，行動・実行され，結果が生ずるのであ
りますが，正しく命令され，解釈され，実行されたかを上位段階は監視・監督
するのでありますが，上位段階は下位段階に対し責任が課せられるのでありま
す。上位段階が責任を忌避するシステムはある種の独裁か無責任体制でありま
す。結果はそのままデータとなるか，分析されて情報システムに還元されとい
う循環型の情報システムのモヂュールを考えたのであります。
3．5　コンピュータ白書
　成躁大学学長野田信夫先生，と日本電子計算開発協会会長稲葉秀三先生に呼
ばれて，コンピュータの普及について質問を受けました。当時我が国のコン
ピュータ利用状況は，アメリカに遅れる事10年で，セット数にしても金額にし
ても大変遅れており，コンピュータを普及させるためには，政府のコンピュー
タ振興政策，コンピュータ・メーカの開発状況，および，内外のコンピュータ
の活動状況と，国内での代表的事例を知らせるような公平な立場にある機関か
らの出版物，「コンピュータ白書」とでも言うべき本を公刊すべきであろうと
提案しました。私は1981年版白書まで，専門委員長として，主として，序文，
総括，トピックスを執筆いたしました。とりわけ1969年の白書で「かって，工
業化を果たした国が，世界をリードしたように，情報化を果たす国が世界を
リードするであろうと」と述べ，当時外国語にもなかった「情報化社会」と言
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う言葉を作りました。英語をどうするかで，Co岬puteri・ed　Society，In－
formation　Oriented　Society，Infomation　Societyなどを提案いたしました。ま
た私はサンフランシスコで演劇を見ようと入場券をホテルの支配人に相談する
と，数倍のプレミアム付きの入場券なら手に入るとのこと，この情報をどうし
ようかと迷った経験から，帰国して，情報の価値について議論する小委員会を
設置して頂き，価値論は労働価値説だけではなく，情報そのものが価値を持
ち，情報の価値はそれを利用するものによって決まることが確認されました。
そこで「価値観の多様性」という概念が生まれ，また，現在大分県知事として
大活躍されている平松守彦氏が，通産省電子政策課長の時に，私は経済学では
産業を労働集約的産業と資本集約的産業に分類しているが，知識集約的産業
（あるいは，情報集約的産業）という軸を提案しました。
3．6資産選択理論
　オペレーションズ・リサーチの編集に携わった時に，当時の最先端の論文を
紹介しましたが，マーコヴイッツのポートフォリオ・セレクション（資産選択
理論）を中心にW．シャープの対角線法，マオおよびサンドールのベイズの事
前確率を含むモデルなどを注目論文として，まとめて解説紹介しました。この
資産選択理論の手法を含み，今日では普通になっておりますコンピュータと会
話をしながら，経済計量模型を順次作成し，予測，シミュレーションを自由に
行うシステムを構想し1970年6月国産電子計算機のために「JUMPS」を日本
情報処理開発協会に提出いたしました。
§4　Genera1izedReproductionSchemeについて
　1979年にGener創ized　Reproducti㎝Schemeと題する博士学位請求論文を商
学研究科に提出しました。それは，マルクスの再生産表式とケインズの経済循
環過程との結合を目指して長年にわたって発表してきた論文を纏めたものであ
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りました。この二体系につきまして，前者は労働価値説が根底にあり，後者は
価値について生産費説と需要供給論を結び付けた二元論であって，異なる価値
論を持つ両者はまったく異なった理論であるから，結合は不可能であるという
議論があります。労働価値説の内容を見れば，価値は典型的生産様式における
典型的労働による社会的に必要とされる必要労働の労働時閻が価値の基準とさ
れております。すなわち価値の基準は労働時聞説であります。典型労働という
のは，その時代のその社会で最も典型的と思われる労働者の労働時閻でありま
す。他方ケインズは典型的という概念を使わず，生産要素に支払われた支払所
得のなかの労働者に支払われた賃金総額を労働者数で除した平均労働賃金を賃
金単位としております。理論的に言うと賃金単位は暖味な概念を含まない数値
であって，ケインズの価値論と言う事ができると思います。いずれが優れてい
るかというと，労働価値説は生産に参画している人々は，労働時間に正比例し
て生産物を分配される権利を持っているという認識であり，賃金単位は社会全
体の生産物に対する生産物に対して支払われた賃金総額に対する一人り当たり
の平均賃金でありますから，事実としての賃金率指標であり，両者の違いは経
済価値に関する認識の相違であります。この相違は当意と存在についての認識
の間題になり，ある意味では終わりのない議論であります。この違いを認めた
上で経済の価値の循環を徹底的に分析しましたが，マルクスの再生産表式には
理論的に大きな欠陥がある事を発見しました。それを私は「マルクスの陥葬」
と名づけました。ご承知のように，マルクスの再生産表式では，価値の生産が
生産財生産の第I部門と生活資料生産の第I部門の二部門で行われ，価値は機
械設備等不変資本C，労働者に支払われる可変資本K資本家が手に入れる剰
余価値〃に分類され，それらの価値の総計が，纏生産物の価値Pでありま
す。ある期（f）の再生産表式はq＋乃十必＝Rであります。マルクスはさら
に可変資本γを基準にして，不変資本c■可変資本γを資本の有機的構成
α，剰余価値〃■可変資本γを剰余価値率β，資本家の消費仏／剰余価値〃
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を資本家の消費率γ毘とし，各部門のα，βが与えられ，労働者の投資率を0と
すれば，第I部門の資本家が消費した剰余価値以外は再投資され，その結果が
計算されて，全体が均衡する様に第n部門の資本家が消費を決めると言う論理
であります。これはフローとストックの混乱によって生じた結果であります。
qはストックであり，ηと払はフローであります。近代経済学では投資4は
期末の資本設備風から期首の資本設備の価値凪＿1を差し引いた差額でありま
すから，マルクスの不変資本0はCl一でなければなりません。すなわち，G＋
”十〃＝巧ではなくて，q－1＋篶十払＝汽であります。これによって，第二部
門の資本家の消費が，そのほかの事情によって決まるとしたマルクスの仮定が
取り除かれ，シュンペータのいう同時進行型経済理論（Synchronized　Econom－
iCS）のモデルになり，可変資本の一部が再投資されるという仮定を容易に導
入することができます。また生産部門を2部門ではなく，多部門生産部門に拡
大する事ができます。この立場からマルクスの再生産表式を再計算し，さら
に，レオンチエフ，カレッキー，スラッファなど従来の諸学説の体系を見直し
たのであります。とりわけフォン・ノイマンのゴーデン・ルールすなわち，成
長率＝剰余価値の蓄積率×平均利潤率を簡単に証明する事ができました。
4．20乗数
　この論文の「前貸しと金融」では，経済セクターを政府，中央銀行，市中金
融機関，企業，家計の5セクターに分け，貨幣がどのような経過から発生し
て，どのように各セクターに流れ，株式と債券が発行され，金融機関で預金，
借入，貸出が行われ，企業が生産に必要な財貨ならびに用役を購入し，生産さ
れた財貨を販売し，要素費用を払い，利益を分配するかを国民経済の上から5
部門の貸借対照表と損益分配表の結合勘定の形で分析し致しました。この結果
I単位の貨幣が投入されるとケインズの投資乗数為とフィリップスの信用創造
係数1／γを結合した大きさの経済効果があることが証明されました。私はこれ
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を貨幣乗数または緒合乗数ρと名づけたのでありました。ケインズは家計と
企業の間の効果を認め，フィリップスは企業と金融機関の間の効果であり，
0乗数は，更に金融機関と企業と家計の3部門を結合した結果でありました。
§5　貨幣乗数とエコノ・エントロピー的分析
5．1ρ乗数
　1994年に「投資乗数と信用創造係数との緒合乗数について」と題して，ρ
乗数について，家計の限界消費性向α，限界預金率μ，現金手持ち率τ・，借入
消費率α肋，企業の限界預金率リ，借入購入率α凸直，金融機関の現金準備率γ，
企業への貸付率λを導入し，繰り返し演算過程を経て，複雑な一般化した0
乗数を求めました。
　　　　　　　　　　　　　　　　〆（1一α）十ル　　　　　o＝　　 　 　［1一α］．［1一｛β．λ．αb、）十（1一λ）．（1一（1一リ）．α肋）ド（1一γ）］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（5．1）
更に理解を容易にするためにα肋：1，α凸色：1，μニリを仮定して標準0乗数を求
めました。
　　　　　0＝　　　μ　　　　　　　　　　　　（52）　　　　　　　［ユーα］o［1一μo（1一γ）］
　0乗数について，繰り返し過程からではなく，定義的関係式から（5．2）式
と同一の結論を得て，1997年に，「貨幣乗数の定義的展開」で発表いたしまし
た。これによって，0乗数が決して単なる偶然や，思い付きで生まれたもの
でなく，経済理論の中である種の存在価値があるのではないかと勇気を得て，
いわゆるハイパワード・マネーを基礎とする〃フリードマンに代表される貨
幣乗数と結合乗数とを比較し，マネー・サプライ〃とハイパワード・マネー
∬の関係を明らかにし，1999年10月金融学会で，「貨幣乗数からエコノ・エン
トロピーへ」と題しまして報告を行ないました。
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5．2貨幣乗数との関係
　いわゆる貨幣乗数は，「銀行組織全体としてのマネー・サプライ〃（現金通
貨0〃と預金通貨Dψの合計，〃＝C〃十Dψ）の大きさは，現金・預金比率
6＝C〃Dψ，預金準傭率F伽／1）ψ（1～25は銀行の支払準備）一を一定とすれ
ば，ハイパワード・マネー∬の大きさによる。この関係は次式によって示され
る。
　　　　　〃　　　0刎γ十D功　　　一1＋6　　　　　一＝　　　二一　　　　　　　　　　一（53）　　　　　H　　　R28＋0刎γ　　　γ十6
すなわち・H甘 ・（5．4）
これは貨幣乗数式あるいは信用乗数式とよばれる。」
　この関係式は，同義反復の単なる比率関係式として，ブライヤントによって
「最もけちな分析（The　most　parsimonious　approarch）」、と批判されたました
が，私の提案する標準的緒合乗数式から，信用創造係数0部分をマネイ・サ
プライ貨幣乗数式の〃∬に代入すれば，信用創造係数0は，（5．2）式である
から，一
　　　　朋＝！＋（1一γゾ　μ　　　　　　・（55）　　　　　　　　　　　　　［1一〆（1一γ）］
バラメタμは家計の限界預金率ψ＝ノ1）苑〃S牟）によらそ代率される社会全体
（家計および企業）の限界預金率μであり，γは現金準備率（γ＝〃b〃1）b）
であっ下・ミ㍗ベルの行動性脱竿千体？マク㍗ベルの甲餉と
定義由に同等であっそ・一アグ／ゲニシ1ン問題千クリヤ・できま午㍗よう
に結合乗数式の信用創造係数のような論理過程がなければ，乗数効果を論ずる
ことはできず，単なるマネイ・サプライとハイパワード・マネイの比率に過ぎ
ないのであります。結合乗数式の信用係数ψを内包する（5．2）式は，同義反
復の単なる比率関係式ではなくして，行動方程式として説明することができる
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5．3いわゆるエントロピーについて
　物理学や情報科学にはエントロピー（Entropy）という概念があります。
1865年にドイツの物理学者クラウジュウス（Rudolf　Julius　Emmamel　C1ausius，
ユ822－88）が，物質の状態変化に，熱力学の第2法則を適用してエントロピー
と名づけて定式化した概念であります。古典的熱力学には，周知のボイルー
シャルルの定率があります。1662年，アイルランド領のイギリス貴族ボイル
（Robert　Boyle，ユ627－91）は，空気の体積γがその圧力1〕に反比例するという
ボイルの法則を明らかにし，一世紀以上を経て1787年，フランスの実験物理学
者シャルル（Jacques　Alexandre　Cesar　Chareles，1746－1823），圧力が一定なら
ば，気体の体積γが絶対温度丁に比例することを発見しました。P・・圧力，
”・・容積，T・・絶対温度とすれば，
1〕γ　　1〕Ψ’
一＝一＝后T　　　T’
　　＝〃1～ ……（5．6）
が成立します。ここで〃はモル数，Rは気体定数であります。
　圧力1〕および絶対温度丁が一定の環境で，ある量の量子が存在する場合
に，体積γがγIから篶に変化したとすれば，量子の運動領域はγの変化に
対応して変化することができます。体積γが変化したのは，γに何物か，す
なわち，熱がQ量加わったからであり，量子の運動領域の鉱大は，それを式
に表わせば，熱Q量に比例するから，
　　凹2吋　　ク〃
　　1
……（5．7）
と表わすことができます。このようにして，（5．6）式を（5．7）式に代入すれ
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ば，エントロピー∫を定義することができますω。
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1÷1甘　　　　　1
一吻峠）一舳峠） ……（5．8）
であります。すなわち，絶対温度丁に対する入ってきた熱量Qの比，あるい
は，絶対温度1単位当たりの与えられた熱量と定義されます。
5．4エコノ・エントロピー（Ec㎝o－entropy）
　「単位貨幣のエントロピー的分析について（2〕」で，名目所得篶と実質所得
篶とを一般物価Pを媒介にして，熱力学のエントロピーの概念と同様な経済
学上の方程式を案出し，エコネントロピー（Econo－entropy）Eと名付けて発
表しました。
　すなわち，実質所得Kが篶＿ユから玲へ変化したのは，Kに何物か，すな
わち，物理学でいう熱量Qに相当する経済量Bが加わったからであり，貨幣
の運動領域の増減は，この加えられた経済量8に比例すると考え（3），
・一∬、肌 ・（5．9）
また，一方で名目所得篶は実質所得Kに一般物価水準Pを乗じて求められ，
x蜆＝Pγ。 ・（5．10）
他方，名目所得篶は貨幣量〃と所得速度γの積でありますから，
11〕物理学でのエントロピー（E皿耐opy〕は∫あるいは，Σなどで表わされ，惰報科学でのエント
　ロピー（正確にはNeg㎝tropy）は，冴で表わされる。本小論では，経済学上の耳ントロピーと
　して，跳㎝o伽tropyを提案し，∫，貰と区別するために，Eを用いた。
｛2〕新澤雄＾「単泣貨幣のエントロピー的分析について」前掲書，pp．65－92
（3）B，P，〃，E，Z等の諸変数に特に、添字が付いていない時は，サ期における変数である。
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㌃＝〃γ ……（5．11）
したがって，経済量B方程式は，
β一叱、苧 ・・（5．12）
であり，（5．12）式の両辺を貨幣量〃で除することによって，単位貨幣のエン
トロピー方程式Eを求めました。ここでいう経済変数Bは，人々が現在および将
来に対して抱く経済社会の信認（B・si・・ss　C㎝fid・皿・e）の変化（増大あるいは減
少）と考えられます（4〕。
・一÷一γ∬、苧
一吻・（差、／
…（5．13）
……（5．14）
このようにして，貨幣のエントロピーEを案出しました。また貨幣乗数〃亙
の逆数と同値の応＝Z〃とすれば，同論文でさらに，私は緒合乗数0とケイ
ンズの所得速度γとを，名目所得㌃を媒介にして結びつけた関係式から流通
通貨の活動係数κを提案しました。正を利用すれば，γ＝危0でありますから，
（5．！4）式は
亙一伽（差、／ ・（5．15）
と表現することもできます。
ω熱量Qに相当する経済量Bの実態は，緒果的には，経済社会の中で，貨幣の運動をより活動
　的にする全体的な力が加わったと考えられ，資本．技術水準は勿論，人間資本，風土的習慣によ
　る季節的変動も含み，社会的，技術的，進歩，改良，改善，環境の変化などに裏付けられた，
　人々が現在および将来に対して抱く経済社会の信認（B皿si皿ess　Confide皿㏄）の変化（増大あるい
　は減少）と考えられます。
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§6　貨幣のエコノ・エントロピーと物価の変化率
　エコノ・エントロピーの方程式（5．14）式において，（5，10）式と（5，11）
式およびγ＝〃から，一般物価水準Pは，（6．1）式で与えられます。
κ0MP＝
　　巧
…（6．1）
両辺の対数をとれば，
　　　　　logP＝1・μ十如ψ十伽〃一〃必　　　　　　　……（6．2）
または，
　　　　　〃必＝loμ十κψ十1・μ一伽gP　　　　　　　……（6．3）
および，
　　　　　0＝　μ　＝土　　　　　　　　一・（64）　　　　　　　（1一ψγ　・γ
から，各パラメターμ，5，γが微分可能な変数であるならば，両辺の対数をと
れば，
　　　　　伽ψ＝伽紗一わ卵一わgγ　　　　　　　　……（6．5）
したがって，35式および37式を徴分すれば
　　　　　dγ；　　dπ　　　dM　　　dμ　　　dμ　　　d8　　　6γ　　　61〕　　　　　一＝一十　十　　　一一　　　　　・（66）　　　　　　K”〃μμ∫γp
であります。
　貨幣量の変化と物価の変化の間にどのような関係があるでしょうか。
　　　　　・一吋苧　　　　一伽
　経済量8の方程式（5．12）における実質所得Kを生産側から見ると，労働
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力〃，労働時間丁，一人当たり時問当たり生産性P棚の関数とすることができ
ます。すなわち，一人当たり時間当たり実質所得は，生産性P、材をあらわすか
らであります。
K　　＝P〃NT ・（6．8）
または，
γFwTP励 ・（6．9）
両辺の対数をとれば，
〃9γ、＝如gw＋加gT＋わgP㎞ ……（6．10）
でありますから，両辺を微分すれば
　　　　　　dK　　dw　　6T　　dP肋　　　　　　　　＝一十一十　　　　　　　　　　一（611）　　　　　　K　　w　　T　　P切
（7．5）式を（5．12）式に代入し，経済量Bの定義式の両辺を，貨幣量〃で除
することによって，（6，7）式のような，実物面からの貨幣一単位あたりのエン
トロピーEを求めることができます。
・一叶㌣一1・／∬廿寸号・∬箭／
一榊げ／－1小㈹・加伸・伽・貯）／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（6．12）
であります。この（6．12）式と，貨幣流通面から求めた貨幣一単位あたりのエ
ントロピーE式である（6，6）武は，事後的には等値関係にあり，所得速度
γ＝ωに関わりなく（5．15）式が成立します。
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（伽伶・・嶋）一此伸・伽伶一・・㊥一わ峠））
一／め・（制切㈲…貯／／ ・…・・（6．13）
このようにして，貨幣流通面からの第1項と，実物面からの第2項をもつ物価
の変化率に関する方程式を得ることができます。
嶋一／・嶋・1欄十如伶一・唱一哨）
一レ・蛉切閉・1昭！鷺）） ……（6．14）
　物価に影響するのは所得速度γだけではなくして，（6．14）式のように，
（6．1）式を原式として，
　　　　　　　冶Mη　　　　　P＝　　　　　　　　　　　　　　　…・（61）　　　　　　　　γ。
　ケインズが提出した所得速度方程式と，生産量と物価方程式において，私が
行ったように，有効需要Dを名目所得篶，生産量0を実質所得Kとすれ
ば，名目所得篶を介して結合され，さらにρ乗数によって，消費性向α，現
金準備率γ，金融機関への預金率μの変化，物価1〕，貨幣量払流通貨幣の活
動率冶などの相互関係の影響を知ることができます。
§7　結合乗数再説
　2000年6月，結合乗数0の信用創造部分ψを精査し，模型そのものを検討
し，「結合乗数再説」を提出しました。結論的に言うと，結合乗数ρを繰り返
し演算によって，積み上げていく分析過程で，国民所得勘定の展開には証券，
債券の発生に現金通貨がどのように関わるか，また預金の創造がどのように行
われるかについて，説明しましたが，定式化では，信用創造を浮き上がらせる
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ために，証券，債券を除き，「貯蓄を銀行部門のみの創造過程に隈定」してい
るので，国民所得勘定との整合性を求めるために，経済セクターに証券，債券
を含んで定式化しました。それまでの信用創造係数および流通速度とは若干異
なる関係武になるが，全体として極めて明快な，いささかも矛盾を含まない係
数を導くことが出来たのであります。
7．1社会全体の貯蓄に関する信用創造係数¢S＝ノ∫〃Z
　現金通貨に対する貯蓄比率
　貯蓄∫は，預金D，金融機関（中央銀行および民間銀行）に現金準備とし
て留保される現金肋以外の流通している現金ひ〃（σ鮒＝Z－1～25）およびそ
の他の金融資産Xの合計でありますから，∫＝1）十X＋Z一肋であり，それぞ
れの増分の関係は次式の通りであります。
ノ∫＝■1）十∠X＋■Z一∠R2∫ …（7．1）
この両辺を貯蓄の増分∠∫で割れば，
　　　　　　ノ∫　　ノ1）　　ノX　　　∠Z　　　ノ灰ω　　　　　一二　　十　　十　　　　　　　　　・（72）　　　　　　ノ∫　　ノ∫　　　ノ∫　　　■∫　　　∠∫
左辺のμ∫＝ノS〃∫＝1であり，右辺の各項をそれぞれ，貯蓄に対する預金比率
μD＝4DμS，他の金融資産X比率μx＝ノ〃パ，現金比率μz＝ノZ〃∫，現
金準備率炊＝∠灰召∫〃∫とすれば，
1＝灼十μ十μz一灼 ……（7．3）
他の金融資産xには株式E，債券Bなどを含み，細分化することができ，
同様にして貯蓄に対する比率榊を求めることができます。ここでは，
μ＝Σ〃，
　　1
…・・（7．4）
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現金の増分ノZは，金融機関に現金準備として留保されるか（ノ地5），留保
されずに流通のために各セクターに保有されるか（∠σ〃）でありますから，
∠Z＝ノ1～2s＋ノひ鮒 ……（7．5）
であり，両辺を貯蓄の増分ノ∫で割れば，
　　　　　　∠Z　　　／R23　　∠’ひ例γ　　　　　　　　＝　　十　　　　　　　　　　　・…　（76）　　　　　　∠∫　　∠∫　　　ノ∫
であります。また，貯蓄の増分ノ∫式の両辺を現金の増分■zで割れば，現金
に対する貯蓄比率φ∫，預金比率¢D，他の金融資産比率ψx，現金保有率
φ2，現金準備比率φ朋∫を得ることができます。現金に対する貯蓄率0∫とい
うのは，社会全体の信用創造係数0と同一であり，現金保有率0zは，0z＝1
であります。
ノ∫　　ノD
ノZ　　／Z
　ノX　　／Z　　■1～θ5＋　　　＋一　ノZ　　4Z　　■Z
……（7．8）
¢∫＝ゆD＋ox＋⑫z一軌E∫ ……（7．9）
　　ノ∫　　1φ∫＝一＝一＝1＋01〕十ψx－0朋∫　　∠z　μ
……（7．10）
　　ノ1～邊∫　　ノR召8　　／Z　　　／R38　　1γ＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．．■．’（7．11）
　　ノD　　　／Z　　／D　　　／Z　　ψj〕
でありますから，
　　∠D　　　1　　∠地∫　　1　　∠Rθ∫　　ノ∫　　　1ゆD＝　　　＝一・　　　＝一・　　　・一＝一ソ〆o∫　　ノZγノZγノ∫∠’Zγ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……（7．ユ2）
であり，また，
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φx＝ノx　　■x　　ノ∫■Z　　■∫　ノZ＝μψ∫
……（7．13）
ゆ旭∫二
ノR｝　　■1～凸　　∠∫
　　＝　　　　“一＝μ〆o∫■z　　／s　∠z
・一（7．ユ4）
となりますから，
　　　　1φ∫＝1＋一ソ〆0∫十μ〆0∫一μ〆0∫
　　　　γ
…（7．15）
φs＝／1一÷伽一炊・μ9
（1一μ・）一（÷一1）伽
…・（7．16）
…（7．17）
　　　∠’1～θ8　　　／R召∫　　∠1）
炊＝　　　＝　　　“　　＝γ、吻でありますから，　　　∠∫　　　∠1〕　ノS
　　　　　　　　10∫＝　　　（1一μ・）一（1…γ／榊
1
（1一μx）一（1一γ）．μD
一・（7．18）
整理すると
　　　　　　　1
φ∫＝
　　　ユーレ。十仰一μ丑）
……（7．19）
を得る事が出来ます。
　（7．18）式および，（7．19）式の分子と分母のユは，（7．3）式の左辺μ∫二1
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であつて，
1＝μ十〃十μ一μ ……（7．3）
でありますから，（7，18）式および，（7．19）式に（7．3）を代入すれば，両式
はともに現金に対する貯蓄率¢∫＝■∫〃Zすなわち，社会全体の信用創造係
数¢∫を得る事が出来ます。
（7．19）式は，限界預金率μ＝ノD〃∫，現金準備率γ＝ノ肋〃Dを代入する
と，
　　　　　　　　　　∠り　　　　　¢。＝　　　　　　　　　　　　　　・…（720）　　　　　　　　■∫一ノり十■R25
また，（7．20）式において，分子は限界貯蓄ノ∫であって，それは限界預金
■D，その他の金融資産∠x，銀行に留保されなかった現金通貨∠叫（■叫、＝
ノz一ノ肱）の増加額でありますから，
　　　　　　　　ノ∫　　　ノD斗ノX＋ノZ一ノR召8　　　　　ψ∫二一＝　　　　　　　　　　　　・（721）　　　　　　　　■Z　　（ノ∫一ノX）一（∠1）一ノ坤8）
であります。銀行預金の信用創造0＝φ月は，社会全体の金融に関する信用創
造¢＝ゆ∫と関連し，前提として，株式，債券等その他の金融資産xを含んで
いない信用創造，銀行預金を中心とした信用創造と考える事ができます。
（7．20）式が」（7，21）式に一致するのは，極端な場合，発行された現金通貨
ノzがすべて預金通貨の現金準備■肋となり，ノz＝ノR召∫，その他の金融資
産■X＝0ならば，ノ∫＝ノDとなり，両式は一致します。、、
　結論的にいうと，発行された現金通貨ノ、zがすべて現金準備ノ肋されず，
∠Z≧ノ肋であり，その他の金融資産ノX≧0であり，したがって，■∫≧
ノDとなり，一般的には銀行預金の信用創造0渇は，社会全体の金融に関する
信用創造¢∫に包摂され，両者を区別して考察する必要があります。
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§8　エピローグ
　私は貨幣経済と実物経済の総合という大それた研究の遣に入ってから，興味
の赴くまま「経済の計量」に関わる理論的数量的研究である経済理論や，経験
的数量的研究に不可欠な数理統計学に加えて，それを可能にするコンピュータ
科学の進歩を追求して参りました。
　あの遣この道と辿りながら，ほぼ半世紀を経過して，緒合乗数の正当性を主
張するために，偶然にも物理学のエントロピーに似た概念に到達しました。こ
のエントロピーの概念を中心に置くことによって，この基本的な構造を通し
て，雇用の問題も，生産の問題も，技術進歩の問題も，消費行動の問題も，貸
し渋りなどの問題も，総合的に議論できる可能性があり，ケインズの理論も古
典派の理論も，中心に据えたエントロピーの概念の精綴化が進めば，この体系
の中に組み入れられて行くのではないかとも思うのであります。
　世の中の進歩は多様性が増大するということ，すなわちエントロピーが大き
くなることであります，科学の分野では，根本的なことが明かされると，それ
が飛躍的に進歩し，人類の生活を多彩に，豊かにした事は事実であります。例
えば，1903年のライト兄弟による飛行機の発明は，字宙科学の顕著な発達に
よって1969年に月面着陸を実現しましたし，映像科学の進歩も，コンピュータ
科学の発展も，然りであります。「経済の計量」の問題も，この果てし無く続
く技術進歩の影響を，良きにつけ悪しきにつけ，直接的にまた問接的に受ける
と思います。とりわけ，技術進歩による人間社会の変貌は，人の考え方を変
え，杜会制度や仕組みを変え，それがまた，人間社会を変貌させますから，そ
の変化を認識し，理解し，それに対応しなければならないでしょう。いわば流
行に後れるなということでもありますが，流行にどっぷり漬かって，時代に流
されてはならないでしょう。世阿彌の花伝書や俳聖松尾芭蕉が唱えております
ように，「不易流行」の精神こそ重要です。時代を変革する根底にあるものは
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なんであるか，すなわち不易，変わらないものを見据える必要があると思いま
す。
　今日巷間に流行っている複雑系の分析も，金融工学の実践もそれを研究する
ことは重要でありますが，何の為に分析し，実践するのでしょうか。現在マル
クスもケインズも殊更否定しようとする風潮がありますが，彼らが何を言おう
としたのか，それは，集団の暴力の世紀と決別して，新しい世紀を迎えたわれ
われ一人一人が問わなければならないことであろうと思います。以上御静聴を
感謝いたしまして，最終講義の締め括りと致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001，1．13）
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